














〔No.27〕 エンジン･オイル及びオイル ･フィルタの点検 ･交換に関する記述として,適切なものは

次のうちどれか｡

(1)オイルの量を点検する場合は,車両を水平な状態にしてエンジンを停止させた直後に,オイル ･

レベル ･ゲージ又はレベル ･ラインにより実施する｡

(2) カートリッジ式オイル ･フィルタを取り付けるときは,オイル ･シールに油分が付着しないよう

よく清掃し,オイル ･フィルタ ･レンチを使用して確実に締め付ける｡

(3) 点検の結果,オイルの量が増えている場合は,水や燃料の混入が考えられる｡

(4) 点検の結果,規定の距離や期間を超えて走行しても,オイルに異常がなく見える場合はオイルを

交換する必要はない｡

〔No.28〕 ｢道路運送車両法｣に照らし,次の文章の( )に当てはまるものとして,適切なものは次

のうちどれか｡

自動車の種別は,普通自動車,小型自動車,( ),大型特殊自動車及び小型特殊自動車の五つに

区分されている｡

(1)軽自動車 (2) 二輪自動車 (3) 軽車両 (4) 原動機付自転車

〔No.29〕 ｢道路運送車両の保安基準｣及び｢道路運送車両の保安基準の細目を定める告示｣に照らし,

動力が7kW 以下の二輪自動車に備える警音器の音量に関する次の文章の( )に当てはま

るものとして,適切なものは次のうちどれか｡

警音器の音の大きさ(2以上の警音器が連動して音を発する場合は,その和)は,自動車の前方7m

の位置において( )であること｡

(1)100dB以下83dB以上

(2)112dB以下83dB以上

(3) 112dB以下93dB以上

(4) 115dB以下93dB以上

〔No.30〕 ｢道路運送車両の保安基準｣及び｢道路運送車両の保安基準の細目を定める告示｣に照らし,

小型二輪自動車の空気入ゴムタイヤの滑り止めの溝の深さの基準として,適切なものは次の

うちどれか｡

(1)0.4mm以上

(2) 0.8mm以上

(3) 1.2mm以上

(4)1.6mm以上
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